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連合山口第２２回定期大会（２

０１５年１０月３１日）において、

連合が掲げる「地域に根ざした顔

の見える運動」のさらなる拡がり

と、将来の健全な財政基盤といっ

た観点に加え、連合本部からの組

織拡大専任者の配置要請などに

より、中部および西部地協の再編

を行うことが決定しました。それ

に伴い、新地協設立準備会を設置

し、新地協の組織および運営につ

いて論議を進めてきた結果、１２

月３日に下関・宇部・山陽小野田

地区会議からなる新西部地協を、

９日に長門・萩・美祢地区会議か

らなる新中部地協を結成するこ

ととなりました。 

 

 

 

下関・長門地区会議は、各地区

労福協と共催で毎年恒例の列島

クリーンキャンペーンを開催し

ました。 

下関では９月１１日、長府関見

台公園に組合員とご家族、推薦議

員ら約２２０名が集合し、周辺の

清掃活動を行いました。台風のた

め１週間順延しての開催でした

が、多くの方にご参加をいただき

ました。青年委員会を先頭に、長

府方面と下関方面に分かれ、路上

のゴミの清掃を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新地協結成に伴い、 

現西部地協は１１月 

２５日、下関市勤労 

福祉会館にて、解散 

総会を行いました。 

総会冒頭、吉田和久議長より、

「今まで共に活動してきた下関

と長門が分かれることになった

のは大変残念であるし、寂しいが、

気持ちを切り替えて発展的な解

散にしたい。すべての労働者に向

けた取り組みなど、外向きの訴え

も大事であるが、それと同時に屋

台骨である組合員とその家族の

ための運動も非常に大事である。

両方のバランスを取りつつ活動

していきたい」と挨拶がありまし 

 

 

 

長門では９月２４日、約４０名

が地元中学校や地域住民の皆さ

んと一緒に油谷大浜海岸の清掃

を行いました。参加者の皆さんは

強い日差しの中、漂着したプラス

チックの容器や破片、発泡スチロ

ールなどのゴミを拾い集めまし

た。 

連合は今後も地域に顔の見え

る活動を続けてまいりますので、

今後ともご協力をよろしくお願

いします。ご参加いただいた皆さ

ん、本当にお疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。 

活動報告の後、解散に伴う各種

議案を審議した結果、承認され、

解散総会を終了いたしました。 

２０１２年５月２６日の結成

より、４年半にわたり活動してま

いりました西部地協はそれぞれ

新西部・新中部地協へと分かれま

すが、今後とも皆様の活動の一助

となるべく尽力いたしますので、

これからも各地協へのご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１２日に開催された秋

吉台草刈ボランティアに、西部地

協より９５名に参加いただきま

した。このボランティアは、６０

０年以上続く秋吉台山焼きのた

めの火道（防火帯）づくりのため

行われているもので、今年で１３

回目を迎えます。 

近年は悪天候のことが多かっ

たのですが、今年は好天に恵まれ、

暑い中での作業となりました。皆

さんの作業のおかげで、背丈以上

の草むらが広がっていた場所に

立派な火道が出来ました。 
▲下関地区会議（左）、長門地区会議（右）の参加者の皆さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年委員会は１１月２６

日、下関市椋野の青年の家に

て、第９回レクリエーショ

ン・学習会を開催、３７名に

参加をいただきました。  

はじめにアイスブレイク

で班に分かれ、緊張をほぐし

たのち、救急救命講習の学習

会を行いました。下関市中央

消防署より内田吉則主任、北

村健消防士長、大谷悠汰消防

士にお越しいただき、ＡＥＤ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部退職者連絡会は、１０

月２２日、下関市勤労福祉会

館体育館にて、第７回会員間

行事となる室内グラウンド

ゴルフを開催、１５名に参加

いただきました。毎回ご参加

いただく常連の方や、初参加

の方など、経験はそれぞれで

はありますが、皆さんプレー

を楽しみながら交流を深め

ておられました。  

 

 

 

 

 

 

の使用法や心臓マッサージ

のやり方などの心肺蘇生法

の講習を受けました。心肺蘇

生法は５年ごとに見直しが

行われているそうで、現在で

は人工呼吸は無理に行わな

くてもよく、救急車が到着す

るまでとにかく心臓マッサ

ージを続けることが大事、な

どのポイントを実践しなが

ら学びました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下関地区会議は１０月３

１日、下関市役所市長室にて、

三役および推薦市議である

菅原・山下・濵岡・酒本市議

と共に、２０１７年度政策制

度要求を行いました。  

吉田代表から中尾友昭下  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回も皆さんのおかげで

準備から片付けまでスムー

ズな運営が出来ました。  

ご協力ありがとうござい

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて体育館に移動し、レ

クリエーションとしてドッ

ジボールを行いました。女性

参加者もいるため、男性は利

き腕禁止のルールで行いま

したが、各チーム白熱した戦

いを繰り広げていました。  

その後は屋外でバーベキ

ューを行い、班を越えた交流

を図りました。  

青年委員会は今後も皆さ

んが参加しやすい行事を企

画して参ります。ご参加あり

がとうございました。  

 

関市長に要求書を手交し、行

財政政策や雇用労働政策な

どの１９項目について、次年

度の政策や予算に反映され

るよう要請を行いました。  

中尾市長は、「勤労者視点

からの大切な提案。さまざま

な施策への参考にしたい」と

応じられました。  

 

 

 

 

 

 

 

１０月２３日、長門地区会

議は、長門市役所周辺で開催

された「ながとふるさとまつ

り」にお菓子すくいを出店し

ました。地域に顔の見える活

動の一環として、毎年参加し

ています。今年はあいにくの

天気でしたが、行列ができる

ほどの大人気で、あっという

間に完売となりました。  

１２月１日付で西部地協より連合山口に転勤すること

となりました。４年半大変お世話になりました。 

職員 吉村美保 

 

▲参加者の皆さん 

▲心肺蘇生法を実践 

▲久しぶりのドッジボール 


